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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
起
業
を
支
援

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

楢
﨑
議
員　

栗
山
秋
祭
り
に

向
け
て
、
町
と
し
て
主
体
的

に
動
い
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
、大
変
良
か
っ
た
。
今
回
、

何
が
き
っ
か
け
で
こ
う
い
う

形
が
生
ま
れ
た
の
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

目
的

は
２
つ
あ
り
、
毎
年
20
万
人

が
来
場
す
る
祭
り
を
本
町
の

地
域
振
興
に
も
活
か
す
た

重
山
議
員　

ま
ち
な
か
賑
わ

い
に
関
す
る
先
進
地
視
察
は

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
行
く

の
か
。

ま
ち
な
か
賑
わ
い
推
進
室
長

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

自
治
体
で
、
企
業
、
商
工
会

議
所
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

を
調
査
し
て
い
る
。
候
補
と

し
て
宮
崎
県
小
林
市
の
小
林

ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
、
滋

賀
県
大
津
市
の
大
津
１
０
０

円
商
店
街
を
候
補
と
し
て
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
調
査
を

進
め
て
選
定
し
た
い
。

実
行
委
員
会
組
織
の
経
緯

▼
議
会
中
継
用
機
器
等
修
繕

料
追
加

動
画
配
信
機
器
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
配
信
機
器
の
修

繕　

２
３
７
万
円

▼
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
追

加寄
附
件
数
の
増
が
見
込
ま
れ

る
た
め　

１
１
１
７
万
円

▼
民
有
地
ク
ロ
ム
処
理
対
策

事
業　

ク
ロ
ム
処
理
工
事
費
用
の
一

部
を
補
助　

１
３
７
５
万
円

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業

支
援
事
業

カ
フ
ェ
＆
バ
ー
開
設
運
営
を

補
助　

６
８
３
万
円

▼
商
店
街
基
礎
調
査
等
業
務

商
店
街
の
実
態
調
査
・
商
店

街
活
性
化
計
画
の
基
礎
調
査

２
８
５
万
円

▼
栗
山
秋
ま
つ
り
実
行
委
員

会
補
助
金

観
光
振
興
や
地
域
振
興
な
ど

ま
ち
の
活
性
化
や
祭
り
期
間

中
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保

３
５
５
万
円

▼
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
譲
渡
事

業
償
還
金

各
小
中
学
校
教
職
員
用
の
パ

ソ
コ
ン
端
末
95
台
を
更
新

　

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

８
４
１
６
万
７
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

85
億
３
０
５
６
万
９
千
円
と

し
ま
し
た
。

￥
補
正
予
算

― 

主
な
内
容 

―

め
、
中
心
的
な
組
織
と
し
て

実
行
委
員
会
が
望
ま
し
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
交
通
渋
滞
の
問
題

に
つ
い
て
、
本
町
へ
の
道
路

状
況
を
考
え
る
と
対
応
が
困

難
な
量
の
車
が
入
っ
て
き
て

い
る
。
そ
う
い
っ
た
課
題
に

も
対
処
し
た
い
と
考
え
た
。

　

な
お
、
栗
山
天
満
宮
の
神

事
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は

実
行
委
員
会
が
行
う
と
い
う

こ
と
で
整
理
し
て
い
る
。

質
疑

振
興
の
た
め
必
要
と
判
断

先
進
地
視
察
先
は

調
査
進
め
て
選
定
す
る

今年も多くの人でにぎわった栗山秋祭り
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友
成
議
員　

住
民
の
中
に

は
、「
な
ぜ
あ
の
場
所
な
の

か
、
隣
に
何
十
年
も
喫
茶
店

と
し
て
経
営
努
力
さ
れ
て
い

る
方
が
い
る
で
は
な
い
か
」

と
い
う
声
が
あ
る
。
空
き
店

舗
活
用
と
し
て
反
対
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
展
開
の
経

緯
に
つ
い
て
説
明
願
う
。

経
営
企
画
課
長　

活
動
拠
点

と
し
て
、
隊
員
自
ら
が
物
件

を
調
査
し
た
中
で
今
回
の
物

件
を
不
動
産
業
者
を
介
し
て

紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
の
場
所
を
決
め
る
に
あ

た
り
、
駅
前
通
り
商
店
街
を

含
め
い
ろ
い
ろ
な
声
が
あ
る

と
聞
き
、
４
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
、
駅
前
通
り
商
店
街
協
同

組
合
、
隣
接
す
る
同
業
店
舗

の
方
、
各
商
店
街
の
会
合
等

に
も
参
加
し
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
取
り
組
み
や
こ
れ

か
ら
の
事
業
展
開
に
つ
い

て
、
説
明
し
て
き
た
。

　

そ
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
意

見
が
あ
っ
た
が
、
空
き
店
舗

が
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
後

継
者
も
不
足
し
て
る
中
で
、

商
店
街
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
応
援

の
声
も
あ
っ
た
。

　

今
回
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
さ
ら
に
理
解
、
協
力
を

求
め
る
た
め
、
当
人
も
含
め

町
も
連
携
し
な
が
ら
よ
り
地

域
に
根
差
し
た
取
り
組
み
に

な
る
よ
う
進
め
た
い
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

◆
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

◆
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
税
還
付
金
及

び
過
年
度
国
庫
負
担
金
の
精

算
還
付
等　

２
２
７
万
円

校
舎
多
目
的
教
室
の
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
チ
ュ
ー
ナ
ー
取

替
修
繕　

31
万
円

介
護
給
付
費
、
地
域
支
援
事

業
費
及
び
事
務
費
の
確
定　

３
３
９
２
万
円

浄
化
槽
設
置
工
事
に
係
る
費

用
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め　

４
７
０
万
円

そ
の
他
の
補
正
予
算

隣
接
す
る
同
業
店
舗
あ
る
が

関
係
者
に
説
明
し
て
き
た

ガバメントクラウドファンディングとは？
ふるさと納税総合サイトである　「ふるさとチョ

イス」がふるさと納税制度を活用して行うクラウドファ
ンディングです。自治体が抱える問題解決のため、ふ
るさと納税の寄附金の「使い道」をより具体的にプロ
ジェクト化し、そのプロジェクトに共感した方から寄
附を募る仕組みです。
　また、クラウドファンディングとは、不特定多数の
人が通常インターネット経由で他の人々や組織に財源
の提供や協力を行う指す造語です。

（ふるさとチョイスＨＰより引用）

空き店舗を活用したカフェ＆バーの開店準備が進んでいる
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栗
山
町
農
業
振
興
公
社

決
算

【
事
業
概
要
】

▽
農
地
流
動
化
の
推
進

▽
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事

　

業
▽
担
い
手
の
育
成
及
び
新
規

　

就
農
者
支
援

▽
営
農
支
援
と
農
業
生
産
法

　

人
育
成

会計区分 債権の名称 債権の金額
一　　般 広域介護サービス接続料負担金 729 円
一　　般 給食費負担金 42 万 4236 円
一　　般 建物貸付料 51 万 4380 円
介護保険 配食サービス利用料 10 万 5000 円
水道事業 水道料金 1468 万 1811 円
合　　計 1572 万 6156 円

放
棄
し
た
債
権
に
つ
い
て

　

債
権
の
管
理
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
町
が
平
成
29

年
度
中
に
放
棄
し
た
債
権
に

つ
い
て
、
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　

放
棄
の
理
由
は
、
時
効
、

破
産
、
所
在
不
明
に
よ
る
も

の
で
す
。

告
報

（
監
査
委
員
意
見
抜
粋
）　

　

町
税
が
前
年
度
よ
り
微
減
と

な
っ
て
お
り
、
本
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
景
気

回
復
の
兆
し
が
実
感
で
き
な
い

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中
で

も
、
納
付
す
る
多
く
の
町
民
が

不
公
平
感
を
感
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
各
会
計
の
滞
納
や
未

収
金
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
な
お
一
層
の
対
策
を
期
待

し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
引
き
続
き
行

財
政
の
効
率
化
を
図
り
、
計
画

的
か
つ
適
正
で
効
果
的
な
予
算

の
編
成
及
び
執
行
に
一
層
の
努

力
を
望
み
ま
す
。　

　

栗
山
町
健
全
化
判
断
比
率
及

び
栗
山
町
資
金
不
足
比
率
の
報

告
に
つ
き
ま
し
て
も
別
途
意
見

書
の
と
お
り
意
見
を
付
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
持
続

的
に
安
定
し
た
財
政
基
盤
と
自

主
・
自
立
に
よ
る
合
理
的
か
つ

効
果
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

の
で
、
更
な
る
努
力
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

決算監査

持続的に安定した財政基盤と自主・自立
による合理的かつ効果的な行政運営を
持続的に安定した財政基盤と自主・自立
による合理的かつ効果的な行政運営を

項目 平成２９年度 平成２８年度

実 質 赤 字 比 率
―

（１５．０）
―

（１５．０）

連結実質赤字比率
―

（２０．０）
―

（２０．０）

実 質 公 債 費 比 率
１１．４

（２５．０）
１３．３

（２５．０）

将 来 負 担 比 率
７９．７

（３５０．０）
８６．７

（３５０．０）

健全化比率について

※実質公債費比率　一般会計が負担する元利償還金などの標準財政
規模に対する比率。※将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に対する比率。
これらが、カッコ内の財政健全化基準を超えると財政健全化計画を
策定し、自主的に財政健全化を図ることになります。

資金不足比率について

項目 平成２９年度 平成２８年度

水 道 事 業 会 計 ― ―

下 水 道 事 業 会 計 ― ―

住宅団地造成事業 ― ―

工業団地造成事業 ― ―

※資金不足比率　各公営企業ごとに算定され、栗山町で表中の各
事業会計が該当します。この比率が財政健全化基準を超えると、
経営健全化計画を策定し、経営の健全化を図ることになります。

会計区分 債権の金額
事業活動収入 9318 万 4925 円
事業活動支出 7590 万 9088 円
当期収支差額 1727 万 5837 円
前期までの収支差額 4457 万 4911 円
収支差額合計 6185 万 748 円

▼放棄した債権額

【事業決算】
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人
事
案
件

　

教
育
委
員
会
教
育
長
と
し

て
、
南
條　

宏 

氏
を
選
任

（
再
任
）
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
30
年
10
月
１

日
～
平
成
33
年
９
月
30
日

賛
否
の
公
表

議　件　名
結

果

大

西

友

成

楢

﨑

佐

藤

重

山

置

田

大

井

千

葉

土

井

三

田

藤

本

鵜

川

認定第１号　平成 29 年度栗山町一般会計決算
の認定について

認
定

○ ○ ○ ○ × 欠 ○ × ○ ○ ○ /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　欠：欠席

※鵜川和彦議員は議長のため採決に加わっていません。
※掲載されていない議案はすべて全員賛成

　
本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国

土保全、地球温暖化防止、林産物の供給等の多面的機能
の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮さ
せるためには、「植えて育てて、伐って使って、また植
える」といった森林資源の循環利用を進める必要がある。
　森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくこと
は、山村地域を中心とする雇用・所得の拡大による地方
創生にも大きく貢献するものである。
　道では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循
環利用の実現に向け、森林整備事業及び治山事業や林業
成長産業化総合対策事業等を活用し、植林・間伐や路網
の整備、山地災害の防止、木造公共施設の整備、林業事
業体の育成など、さまざまな取り組みを進めてきたとこ
ろである。
　今後、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、既存
の制度や平成３１年の通常国会で創設が予定される森林
環境税（仮称）及び森林環境譲与税（仮称）を活用した
地域の特性に応じた森林整備の着実な推進や、森林資源
の循環利用による林業・木材産業の成長産業化の実現に
向けて施策の充実・強化を図ることが必要である。
　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要
望する。

記
１．森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産
業の振興と山村における雇用の安定化を図るため、森林
整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保す
ること。
２．森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長
産業化を実現するため、地域の実情を十分に踏まえ、森
林整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り
組みや森林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要
な支援措置を充実・強化すること。

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の
充実・強化を求める意見書 

平
成
29
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
外

８
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
、
審
査
を
付
託
し
て
い

た
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委

員
会
（
委
員
長　

土
井
道
子

議
員
）
よ
り
審
査
報
告
が
さ

れ
、
採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定
し
ま
し
た
。（
審

査
の
概
要
は
、
６
～
９
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。）



区　　分 29 年度末残高

一般会計 108 億 5443 万円

北海道介護福祉
学校特別会計 890 万円

住宅団地特別会計 6721 万円

工業団地特別会計 2 億 30 万円

水道事業会計 19 億 228 万円

下水道事業会計 37 億 8297 万円

合　　計 168 億 1609 万円

１２時間４０分徹底検証

くりやまぎかいだより№ 157 6

平成２９年度決算審査特別委員会

使われたのか？

会　　　計　　　名 収　　　入 支　　　出 差　　　引
一 般 会 計 87 億 7940 万 6830 円 86 億 5830 万 3895 円 1 億 2109 万 1935 円
特 別 会 計 36 億 0216 万 9356 円 34 億 5799 万 4436 円 1 億 4417 万 4920 円

国 民 健 康 保 険 19 億 370 万 57921 円 18 億 3758 万 0707 円 9947 万 7214 円
北 海 道 介 護 福 祉 学 校 1 億 1256 万 3280 円 1 億 1236 万 2551 円 20 万 0729 円
介 護 保 険 13 億 2314 万 5753 円 12 億 8865 万 5653 円 3449 万 0100 円
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 9810 万 7818 円 1 億 9809 万 5872 円 1 万 1946 円
住 宅 団 地 造 成 1512 万 1920 円 517 万 3183 円 994 万 8737 円
工 業 団 地 造 成 1617 万 2664 円 1612 万 6470 円 4 万 6194 円

合　　　　　　　　　　計 123 億 8157 万 6186 円 121 億 1629 万 8331 円 2 億 6526 万 6855 円

会　計　名 事　業　名 収支区分 収　　　入 支　　　出 差　　　引
公 営 企 業 会 計 水 道 事 業 収 益 的 収 支 4 億 0256 万 4543 円 3 億 604 万 76351 円 4208 万 8192 円

資 本 的 収 支 2 億 0749 万 9596 円 4 億 2402 万 5770 円 △ 2 億 1652 万 6174 円
摘 要 ※損益計算における当年度純利益は 2751 万 7456 円

※資本的収支において生じた不足額は損益勘定留保資金を以て補てんした
下 水 道 事 業 収 益 的 収 支 6 億 6410 万 8406 円 5 億 4658 万 3959 円 1 億 1752 万 4447 円

資 本 的 収 支 3 億 3748 万 0000 円 6 億 3267 万 7701 円 △ 2 億 9519 万 7701 円
摘 要 ※損益計算における当年度純利益は 1 億 1280 万 652 円

※資本的収支において生じた不足額は損益勘定留保資金を以て補てんした

各会計の決算状況（実質単年度収支）

区　　分 29 年度末残高

財政調整基金・減債基金 7 億 2180 万円

ふるさと応援基金 7509 万円

文化振興基金 9408 万円

子ども夢づくり基金 1510 万円

土地開発基金 2 億 5770 万円

備荒資金組合 2 億 7920 万円

その他基金 9279 万万円

国民健康保険事業積立金 1 億 8613 万円

介護給付費準備基金 1 億 2962 万円

上・下水道事業現金（合算） 6 億 3599 万円

合　　計 24 億 8750 万円

まちの貯金（基金） まちの借金（地方債）町民１人あたり
約21万円

町民１人あたり
約142万円



くりやまぎかいだより№ 1577

予算 はいかに
平成２９年度

藤
本
委
員　

ス
キ
ー
場
の
存
廃
に
つ
い
て
質
問

し
て
き
た
が
、
今
後
の
展
望
は
。

教
育
次
長　

ス
キ
ー
リ
フ
ト
は
、
47
年
が
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
詳
し
く
リ
フ
ト
の

主
要
構
造
部
で
あ
る
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄

骨
支
柱
の
老
朽
度
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
鉄
骨
支
柱
の
劣
化
が
著
し
く

安
全
に
リ
フ
ト
を
運
行
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
修
繕
に
相
当
の
期
間
と
経
費
が
か
か
る
と

の
中
間
報
告
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
現
状
の
ま
ま
で
は
利
用
者

の
安
全
確
保
が
で
き
な
い
と
判
断
し
、
本
年

度
、
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
の
運
行
に
つ
い
て
は

や
む
を
得
ず
中
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

来
年
度
以
降
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な

調
査
結
果
を
待
っ
て
、
関
係
団
体
や
町
民
の
意

見
を
聞
き
、
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

楢
﨑
委
員　

工
業
団
地
内
で

レ
ス
ト
ラ
ン
を
立
ち
上
げ
る

と
い
う
計
画
だ
っ
た
が
、
何

年
も
放
置
さ
れ
、
周
辺
の
環

境
を
考
え
て
も
ど
う
な
の

か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

平
成

22
年
６
月
か
ら
賃
貸
借
契
約

を
し
て
い
る
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響
に
よ

り
当
初
予
定
し
て
い
た
投
資

が
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

先
日
、
事
業
展
開
が
難
し

く
撤
退
し
た
い
と
の
申
出
が

あ
り
、
建
物
内
部
の
整
理
が

つ
き
次
第
、
契
約
解
除
し
た

い
。

置
田
委
員　

シ
カ
肉
加
工
場

に
取
り
組
ん
で
10
年
が
経
つ

が
、
こ
の
状
態
を
い
つ
ま
で

続
け
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

こ
れ
ま
で

の
受
入
れ
実
績
を
踏
ま
え
、

改
善
で
き
る
か
ど
う
か
を
協

議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
今
後
、
委
託
業
者
と

協
議
を
重
ね
た
上
で
方
向
性

を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
有
効
活
用
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
廃

止
も
含
め
て
来
年
度
に
向

け
、
結
論
を
出
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

３０年度のスキー場の利用を中止

廃
止
含
め
検
討

撤
退
申
出
あ
っ
た

リフトの老朽化により運行を中止した
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藤
本
委
員　

栗
山
中
学
校
体

育
館
の
保
全
計
画
の
主
要
部

分
を
聞
き
た
い
。

教
育
次
長　

老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
、
修
繕
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
個
所
が
か
な
り
あ

る
。
そ
の
中
で
も
緊
急
性
を

要
す
る
の
は
、
照
明
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の
非
構
造
部

材
の
耐
震
化
で
あ
る
。
そ
れ

以
外
に
も
外
壁
、
窓
の
交
換

の
改
善
に
つ
い
て
指
摘
を
受

け
た
。
こ
れ
ら
は
、
第
６
次

総
合
計
画
の
後
期
計
画
の
中

で
改
修
し
て
い
き
た
い
。

三
田
委
員　

小
林
酒
造
酒
蔵

群
の
検
討
会
の
内
容
と
整
備

活
用
計
画
に
つ
い
て
。

教
育
次
長　

検
討
に
つ
い
て

は
３
年
前
か
ら
行
い
、
専
門

家
に
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
、
早
急
に
修
繕
を
要

す
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
っ

た
結
果
、
四
番
蔵
、
五
番
蔵

の
修
繕
と
な
っ
た
。

　

方
策
に
つ
い
て
は
、
決

ま
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
今
後
、活
用
に
向
け
、

改
め
て
町
民
を
交
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

楢
﨑
委
員　

36
年
度
以
降
、

焼
却
処
理
に
よ
り
に
発
生
す

る
焼
却
灰
は
、
各
市
町
が
持

ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
本
町
の
最
終
処
分
場
で

は
何
年
分
ぐ
ら
い
対
応
で
き

る
試
算
か
。

環
境
政
策
課
長　

現
在
の
基

本
的
な
考
え
方
は
、
持
ち
込

ん
だ
ご
み
の
相
当
分
の
焼
却

灰
を
持
ち
帰
り
、
処
分
す
る

こ
と
だ
が
、
組
合
処
理
の
余

地
が
あ
る
た
め
、
確
定
は
し

て
い
な
い
。

　

現
在
の
見
込
み
で
は
、
分

別
の
徹
底
と
外
部
処
理
の
継

続
に
よ
り
15
年
程
度
は
持
つ

と
考
え
て
い
る
。

重
山
委
員　

救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て
、
赤
十
字
病
院
に

対
応
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た

と
い
う
町
民
の
声
が
あ
る

が
。

福
祉
課
長　

医
療
事
故
を
避

け
る
た
め
、
専
門
だ
け
を
受

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

脳
、
心
筋
梗
塞
等
に
つ
い

て
は
一
刻
を
争
う
こ
と
も
あ

り
、
受
入
れ
が
難
し
い
。

　

ま
た
、
小
児
に
つ
い
て
は

複
雑
で
難
し
い
部
分
も
あ
っ

て
受
け
入
れ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
で
き
る
限
り
受
入

れ
し
て
い
く
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
く
。

楢
﨑
委
員　

学
生
確
保
が
厳

し
い
な
か
、
定
員
の
80
人
に

届
く
の
は
厳
し
い
と
思
う

が
、
こ
れ
の
削
減
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

事
務
局
長　

あ
り
方
検
討
委

員
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
、

教
育
委
員
会
と
し
て
の
考
え

方
を
ま
と
め
た
。

　

教
育
の
質
の
維
持
確
保
の

観
点
か
ら
、
こ
こ
数
年
は
現

状
を
維
持
し
、
さ
ら
な
る
営

業
努
力
や
様
々
な
取
組
み
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
、
定
員
を
削
減
し
た
と

こ
ろ
は
、
間
違
い
な
く
学
生

数
も
減
少
し
て
い
る
。

楢
﨑
委
員　

建
設
改
良
費
が

28
・
29
年
度
と
続
け
て
減
額

補
正
さ
れ
て
い
る
。
当
初
、

予
定
し
た
工
事
に
遅
れ
が
出

る
な
ど
の
影
響
は
。

上
下
水
道
課
主
幹　

国
に
要

望
し
た
社
会
資
本
整
備
交
付

金
の
補
助
内
示
が
４
割
減
と

な
り
、
そ
れ
に
相
当
す
る
事

業
費
と
し
た
。
そ
の
た
め
、

当
初
予
定
し
て
い
た
機
器
の

更
新
が
で
き
な
く
な
る
が
、

更
新
す
る
機
器
を
精
査
の

上
、
必
要
最
小
限
で
行
っ
て

い
る
。

　

た
だ
し
、
必
要
な
部
分
に

つ
い
て
は
、
単
費
で
更
新

し
、
処
理
場
が
安
全
に
運
転

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

15
年
程
度
対
応
可

受
入
れ
求
め
る

耐
震
化
急
ぐ

活
用
策
を
検
討

当
面
は
現
状
維
持

交
付
金
４
割
減



千
葉
委
員　

一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
不
同
意
で
あ
る
。

　

前
町
長
は
、
６
年
間
で
５

回
、
海
外
視
察
に
行
っ
て
い

る
。
昨
年
、「
他
の
首
長
で
、

毎
年
、
海
外
視
察
に
行
っ
て

い
る
人
は
い
る
か
」
と
の
質

討

問
に
「
い
る
」
と
答
え
た
だ

け
で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
改

め
て
質
問
し
た
が
、
答
弁
が

な
か
っ
た
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ
タ

リ
ア
視
察
の
報
告
書
が
あ
る

が
、
視
察
箇
所
は
、
ワ
イ
ン

用
の
ぶ
ど
う
栽
培
農
家
と

重
山
委
員　

町
長
の
海
外
視

察
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
時

も
反
対
討
論
を
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
の
説
明

三
田
委
員　

平
成
29
年
度
の

監
査
の
意
見
書
の
中
で
は
、

一
般
会
計
の
財
政
収
支
の
状

況
と
い
う
こ
と
で
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
収
支

均
衡
に
留
意
し
、
効
率
的
に

執
行
が
な
さ
れ
た
も
の
と
認

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
反
対
討
論
に
あ
っ

た
が
、
理
事
者
の
海
外
視
察

研
修
に
あ
た
っ
て
は
、
可
決

し
ま
し
た
平
成
29
年
度
の
予

算
に
従
っ
て
適
切
に
執
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
問

題
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
研
修
さ
れ
て
き
た

職
員
の
事
業
に
お
い
て
成
果

を
期
待
し
て
賛
成
の
討
論
と

す
る
。

論
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で
は
、
本
町
の
課
題
解
決
に

向
け
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
そ
の
視
察
内
容
を
聞
い

て
改
め
て
行
く
必
要
が
あ
っ

た
の
か
と
感
じ
て
い
る
。
厳

し
い
財
政
状
況
だ
と
言
い
つ

つ
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を

削
減
し
な
い
で
ど
こ
を
削
減

す
る
の
か
と
感
じ
る
。

　

同
時
に
、
職
員
の
時
間
外

労
働
の
部
分
で
は
、
時
間
数

は
若
干
下
が
っ
て
き
て
い
る

が
、
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
設
け

た
と
の
答
弁
は
あ
っ
た
も
の

の
、
や
は
り
管
理
職
を
増
や

し
た
り
、
臨
時
職
員
が
多
い

な
ど
そ
う
い
う
要
因
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

何
よ
り
も
１
年
間
で

３
６
０
時
間
を
超
え
て
い
る

職
員
が
依
然
と
し
て
９
人
お

り
、
働
か
せ
方
と
し
て
、
ど

う
な
の
か
。
職
員
の
時
間
外

労
働
の
上
限
を
超
え
る
働
か

平成２９年度決算審査特別委員会

千
葉
委
員　

理
解
で
き
な
い

副
町
長　

町
の
課
題
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
、
町
長
自
ら

が
先
進
地
を
調
査
し
、
ま
ち

づ
く
り
施
策
の
展
開
に
つ
な

げ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
自

治
体
の
状
況
は
問
題
で
は
な

い
。

千
葉
委
員　

昨
年
の
答
弁
を

踏
ま
え
、
聞
く
の
は
当
然
。

会
期
中
に
確
認
で
き
な
い
の

か
。

副
町
長　

他
の
自
治
体
が
取

り
組
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は

直
接
的
な
関
係
性
は
な
い
と

考
え
る
。

千
葉
委
員　

昨
年
の
答
弁
に

根
拠
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

理
解
す
る
が
。

副
町
長　

今
言
っ
て
い
る
こ

と
と
、
昨
年
の
答
弁
に
根
拠

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
違
う

と
考
え
る
。

千
葉
委
員　

そ
れ
で
あ
れ

ば
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

副
町
長　

そ
れ
に
つ
い
て

は
、
現
段
階
で
は
調
査
し
て

い
な
い
。

千
葉
委
員　

毎
年
、
海
外
視

察
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は

あ
る
か
。

総
務
課
長　

近
隣
の
状
況
は

詳
し
く
承
知
し
て
い
な
い
。

千
葉
委
員　

昨
年
、
他
で
も

実
施
し
て
い
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
根
拠
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
か
。

総
務
課
長　

根
拠
が
な
か
っ

た
訳
で
は
な
く
、
現
段
階
で

調
査
し
て
い
な
か
っ
た
。

チ
ー
ズ
工
房
で
、
と
も
に
町

内
に
実
績
の
な
い
内
容
で
あ

り
、
本
町
の
６
次
産
業
化
の

た
め
の
視
察
と
は
程
遠
い
内

容
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
終
任
期
の
年
に

視
察
を
し
て
も
、
退
任
す
る

と
成
果
を
残
せ
な
い
た
め
、

視
察
は
す
べ
き
で
な
い
と
指

摘
し
た
が
、
退
任
し
て
し
ま

い
、
旅
費
と
し
て
支
出
さ
れ

た
93
万
円
は
、
結
果
と
し
て

公
費
の
無
駄
遣
い
と
な
っ

た
。

。

海
外
視
察
の
実
態
は

調
査
の
必
要
な
い

　

多
く
の
町
民
は
毎
年
の
町

長
の
海
外
視
察
を
批
判
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
予

算
を
認
め
て
き
た
議
会
の
責

任
も
自
ら
も
含
め
て
重
大
な

も
の
が
あ
る
。

　

今
後
、
一
切
の
町
長
の
海

外
視
察
は
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
。

せ
方
が
改
善
さ
れ
な
い
と
い

う
点
で
、
認
め
ら
れ
な
い
。

反 

対

賛 

成



町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

３議員が一般質問

千葉清己 議員

重山雅世 議員

楢﨑忠彦 議員
①特定公共賃貸住宅の建設は

①緊急防災携帯ラジオを付与しては
②就学援助の維持、拡大を
③店舗リニューアル助成を行っては

①特別職の旅費を職員に統一を
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　特別職の旅費を職員に統一を                  

見直しは考えていない

行
財
政
改
革

千葉清己 議員

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して
載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています

議
員　

栗
山
町
職
員
の
旅
費

は
一
般
職
と
特
別
職
で
金
額

に
差
が
あ
る
。

　

理
由
は
「
国
家
公
務
員
等

の
旅
費
に
関
す
る
法
律
」
に

準
拠
し
て
金
額
に
差
が
あ
る

た
め
と
考
え
る
が
、
現
実

に
特
別
職
が
東
京
へ
出
張

町
長　

公
務
の
旅
費
に
つ
い

て
だ
が
、
特
別
職
及
び
一
般

職
は
、
職
員
等
の
旅
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
、
町
議
会

議
員
は
、
栗
山
町
議
会
の
議

員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
、
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
職
に

あ
る
も
の
と
は
、
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
に
よ
り
日
当
、
宿
泊

料
、
旅
行
中
に
必
要
な
経
費

に
充
て
る
た
め
支
給
さ
れ
て

い
る
。

　

旅
費
は
、
旅
行
者
の
職
務

に
応
じ
て
定
め
る
こ
と
が
建

前
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
も

「
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に

関
す
る
法
律
」
を
も
と
に
規

定
し
て
い
る
。

　

質
問
の
「
議
員
も
含
め
、

す
べ
て
の
特
別
職
の
区
分
を

廃
止
し
、
職
員
の
金
額
に
統

一
し
て
は
」
だ
が
、
特
別
職

と
一
般
職
と
で
は
、
そ
の
職

務
内
容
と
職
責
に
相
違
が
あ

り
、
金
額
に
差
異
が
あ
る
こ

と
は
当
然
で
、
旅
費
額
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務

に
応
じ
た
支
給
額
が
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
の
で
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

し
た
際
に
は
宿
泊
費
と
し

て
１
万
５
３
４
０
円
が
支

給
さ
れ
る
。
一
方
、
職
員

に
支
給
さ
れ
る
宿
泊
費
は

１
万
２
７
４
０
円
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
日
当
が
支
給
さ

れ
る
。

　

こ
の
特
別
職
に
支
給
さ
れ

る
１
万
５
３
４
０
円
は
実
際

に
か
か
っ
た
宿
泊
費
が
１
万

円
で
も
満
額
支
給
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
金
額
は
到

底
、
町
民
に
理
解
さ
れ
る
と

は
言
い
難
い
。

　

一
般
職
と
特
別
職
は
職
務

の
責
任
が
違
う
と
い
う
意
見

で
宿
泊
費
に
差
を
つ
け
て
も

良
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　

現
在
、
栗
山
町
は
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
最

中
で
も
あ
り
、
議
員
も
含
め

て
、
特
別
職
の
区
分
を
廃
止

し
、
一
般
職
に
統
一
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。　

職務内容、職責に応じた金額が定められている
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　緊急防災携帯ラジオを付与しては                   

６５歳以上世帯に無償配布

防
災
対
策

議
員　

西
日
本
豪
雨
災
害
で

は
、
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や
防

災
無
線
が
豪
雨
に
か
き
消
さ

れ
、
住
民
に
届
き
に
く
か
っ

た
。
避
難
指
示
を
も
っ
と
迅

速
に
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
避
難
勧
告
な
ど
の
情
報
を

い
ち
早
く
住
民
に
伝
え
る
防

災
無
線
携
帯
ラ
ジ
オ
を
付
与

し
て
は
。

②
災
害
弱
者
の
対
応
強
化
を

③
洪
水
時
、
一
部
使
用
で
き

な
い
避
難
場
所
の
対
応
は
。

④
国
や
道
に
対
し
、
災
害
ご

み
処
理
計
画
策
定
支
援
を
求

め
て
は
。

重山雅世 議員

町
長　

①
栗
山
町
第
６
次
後

期
実
施
計
画
の
中
で
、
コ

町
長　

①
正
式
な
通
知
が
届

い
て
い
な
い
が
、
今
回
の
見

直
し
は
必
ず
し
も
就
学
援
助

議
員　

国
は
生
活
扶
助
費
を

今
年
10
月
か
ら
段
階
的
に
削

減
し
、
生
活
保
護
世
帯
の
７

割
近
く
に
影
響
が
及
ぶ
。

　

国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事

務
所
は
、
多
く
の
人
々
を
貧

困
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
る
と

日
本
政
府
に
警
告
し
て
い

る
。
ま
た
、
北
海
道
新
聞
社

説
に
は
、
就
学
援
助
の
縮
小

が
教
育
格
差
を
生
み
、
貧
困

の
連
鎖
に
つ
な
が
る
と
あ

る
。

①
就
学
援
助
の
支
給
対
象
を

維
持
拡
大
し
て
は
。

②
認
定
基
準
１
・
３
を
引
き

上
げ
て
は
。

③
国
に
対
し
準
要
保
護
世
帯

へ
の
国
庫
補
助
復
活
を
求
め

て
は
。

  　

就
学
援
助
の
維
持
、
拡
大
は

他
方
で
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

就学対策

の
認
定
基
準
が
下
が
る
も
の

で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

　

本
年
度
の
準
要
保
護
の
認

定
者
は
継
続
し
、
年
度
途
中

の
申
請
者
に
は
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
対
応
す
る
。

②
教
材
費
や
各
種
体
験
活
動

費
を
町
が
負
担
し
、
保
護
者

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
お

り
、
引
き
上
げ
る
考
え
は
な

い
。

③
学
校
教
育
法
に
お
い
て
、

                  

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
を
開
局

し
、
緊
急
情
報
を
受
信
す
る

と
自
動
で
起
動
す
る
機
能
を

備
え
た
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

　

配
布
対
象
は
、
情
報
又
は

災
害
弱
者
と
な
る
可
能
性
が

高
い
65
歳
以
上
世
帯
に
つ
い

て
は
無
償
配
布
を
、
さ
ら
に

希
望
者
に
は
有
償
配
布
も
考

え
て
い
る
。

②
災
害
時
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
、
災
害

弱
者
の
把
握
に
努
め
、
日
ご

ろ
か
ら
自
主
防
災
組
織
や
町

内
会
・
自
治
会
と
連
携
し

て
、
災
害
弱
者
の
避
難
強
化

に
努
め
る
。

③
現
在
16
カ
所
が
指
定
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
が
、
洪
水

時
に
使
用
で
き
な
い
避
難
所

は
９
カ
所
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
中
里
団
地
集
会
所
以
外

は
２
階
以
上
な
の
で
、
垂
直

避
難
の
誘
導
を
す
る
。

④
北
海
道
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
で
は
市
町
村
へ
の
技
術

支
援
が
道
の
役
割
な
の
で
、

北
海
道
と
の
連
携
を
深
め

る
。

放送局の開局が計画されている農協倉庫

各種体験活動費を町が負担している
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市
町
村
は
、
経
済
的
に
就
学

困
難
な
児
童
の
保
護
者
に
、

必
要
な
援
助
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
国
の
補
助
は
必
要

か
つ
重
要
で
あ
り
、
今
後
と

も
教
育
長
会
や
町
村
会
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
要
請

し
た
い
。

議
員　

中
心
市
街
地
等
の
活

性
化
や
商
店
数
の
減
少
を
食

い
止
め
る
た
め
、
既
存
商
店

の
増
改
築
等
を
支
援
す
る
店

舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
を

行
っ
て
は
。

町
長　

現
在
、
商
店
街
活
性

化
対
策
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
が
、
公
的
支
援
に
ふ
さ
わ

し
い
施
策
か
ど
う
か
、
商
店

街
基
礎
調
査
な
ど
を
踏
ま
え

慎
重
に
検
討
し
た
上
で
、
判

断
し
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
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住
宅
政
策

楢﨑忠彦 議員

現状では難しいが検討したい

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html

住環境基本計画に沿って建替えが進む曙団地

　特定公共賃貸住宅の建設は                  

議
員　

昭
和
26
年
「
公
営
住

宅
法
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の

後
、
昭
和
34
年
に
収
入
超
過

者
制
度
の
導
入
、
昭
和
44
年

度
に
は
高
額
所
得
者
制
度
の

導
入
、
平
成
８
年
に
新
し
い

公
営
住
宅
法
が
成
立
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
建
替

え
や
解
体
事
業
の
進
捗
の

中
で
現
在
の
管
理
戸
数
は

６
９
７
戸
に
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
の
少
子
・
高
齢
化
の

進
展
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
に
よ
り
、
全
国
の
自
治
体

に
対
し
て
、
公
共
施
設
（
建

築
物
）
の
保
有
量
の
見
通
し

が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
公

営
住
宅
に
関
し
て
公
共
施

設
（
建
築
物
）
の
延
べ
面
積

13
万
１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

39
・
３
％
を
占
め
、
平
成
27

年
度
に
示
さ
れ
た
栗
山
町
住

生
活
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、
平
成
35
年
度
は
６
７
０

戸
数
程
度
と
示
さ
れ
て
い

る
。

　

現
在
は
、
住
み
替
え
が
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
世
帯
構

成
の
偏
り
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
と
っ
て
、
様
々
な
世
帯

構
成
の
方
々
が
同
一
地
域
に

居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
整
備
も
求
め
ら
れ
る
。

①
公
営
住
宅
、
教
職
員
住
宅

の
供
給
戸
数
の
目
標
は
。

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
建

設
の
検
討
は
。

町
長　

①
公
営
住
宅
に
つ
い

て
は
、
本
年
８
月
現
在
で
管

理
戸
数
６
９
７
戸
の
う
ち
入

居
者
は
６
２
１
戸
で
、
他
は

建
替
え
解
体
を
待
つ
政
策
空

き
家
や
実
質
の
空
き
家
と

な
っ
て
い
る
。

持
ち
家
世
帯
と
借
家
世
帯
の

割
合
が
今
後
も
維
持
さ
れ
る

も
の
と
推
計
し
、
平
成
35
年

度
時
点
で
の
公
営
住
宅
等
の

目
標
管
理
戸
数
は
６
７
０
戸

に
設
定
し
て
い
る
。

　

次
期
の
住
生
活
基
本
計
画

の
見
直
し
時
期
に
は
、
人
口

推
計
や
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
削
減
目
標
数
値
等

を
踏
ま
え
、
目
標
管
理
戸
数

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
本
町
で
は
、
住
宅
に
困
窮

す
る
低
額
、
低
廉
な
住
宅
を

供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
進
め
て
い
る
。
中
所
得
者

向
け
の
良
好
な
賃
貸
住
宅
が

不
足
す
る
な
ど
の
特
殊
な
事

由
が
あ
る
場
合
は
、
本
来
の

目
的
を
阻
害
し
な
い
範
囲
内

で
建
設
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

本
町
の
民
間
賃
貸
住
宅
の

状
況
は
、
多
様
な
物
件
が
供

給
さ
れ
、
特
に
小
規
模
世
帯

向
け
の
供
給
数
が
多
い
と
い

う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

　

新
町
通
り
沿
線
に
移
転
す

る
中
央
団
地
跡
地
を
移
住
者

向
け
の
住
宅
分
譲
地
に
位
置

づ
け
て
い
る
の
で
、
現
状
で

は
難
し
く
制
約
も
あ
る
が
、

建
設
で
き
な
い
か
ど
う
か
を

含
め
検
討
し
た
い
。
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先
週
、
９
月
６
日
午
前
３

時
８
分
頃
の
胆
振
地
方
中
東

部
を
震
源
と
す
る
Ｍ
６
．
７

の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
り
、
厚
真
町
で
最
大
震
度

７
、
本
町
で
は
震
度
５
弱
の

揺
れ
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
を
受
け
、
栗
山

町
職
員
防
災
初
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
職
員
が
役
場

へ
参
集
の
後
、
午
前
３
時

35
分
に
は
私
の
判
断
の
も

と
、
第
２
警
戒
配
備
体
制
で

あ
り
ま
す
「
災
害
対
策
連
絡

会
議
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
た
だ
ち
に
、
被
害
発
生

状
況
の
確
認
と
情
報
共
有
、

さ
ら
に
は
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
、
関
係
職
員
に
指
示
を

し
、
町
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
を
最
優

先
に
、
以

降
、
延
べ
10

回
に
わ
た
り

協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
今

回
の
地
震
の

発
生
事
象
で

あ
り
ま
す
が
、
当
初
、
本
町

で
観
測
さ
れ
た
震
度
５
弱
以

降
、
震
度
３
以
上
の
地
震
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

２
度
の
発
生
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
掌
握
し
て
い
る
被

害
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し

て
、
道
路
陥
没
等
で
４
カ
所

の
発
生
、
負
傷
者
１
名
、
ま

た
、
桜
山
地
域
で
土
砂
災

害
、
継
立
地
区
に
お
い
て
水

道
管
の
破
損
事
故
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
震
直
後
に
発
生

し
た
北
海
道
全
域
に
わ
た
る

停
電
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
全
域
で
も
同
様
な
状
況
で

あ
り
ま
し
た
が
、
発
災
当
日

の
６
日
に
は
栗
山
市
街
地
及

び
南
部
地
域
の
一
部
が
、
ま

た
、
翌
７
日
午
後
10
時
過
ぎ

に
は
、
町
内
全
域
で
電
力
供

給
が
再
開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

停
電
の
影
響
に
よ
り
町
民

の
生
活
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
指

定
避
難
所
16
カ
所
を
開
設
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
に

当
た
っ
て
は
、
職
員
延
べ

１
９
０
名
に
よ
り
各
避
難
所

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
避
難
所
へ
は
最
大

で
70
名
の
方
が
避
難
を
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
非
常
食
の

提
供
や
携
帯
電
話
充
電
の
た

め
電
源
提
供
等
の
対
応
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、
被
害
を

最
大
限
に
食
い
止
め
る
た

め
、
現
地
確
認
作
業
や
復
旧

作
業
に
当
た
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
、
二
次
被
害
・
三
次
被
害

に
至
ら
な
い
よ
う
、
全
職
員

を
挙
げ
て
対
応
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
地
震
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
厚
真

町
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
、「
北

海
道
災
害
対
策
本
部
」
か

ら
、
役
場
機
能
の
確
保
等
の

た
め
災
害
応
急
対
策
と
し

て
、
市
町
村
職
員
の
派
遣
要

請
と
し
て
指
示
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
ま
し

て
、
本
町
か
ら
、
職
員
18
名

の
派
遣
を
決
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
、
派
遣
要
請
等
に
応

じ
、
被
災
地
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
国
か
ら
各
家
庭
・

産
業
等
へ
の
影
響
が
大
き
い

「
計
画
停
電
」
を
回
避
す
る

た
め
、
北
海
道
に
対
し
節
電

要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

組
織
を
挙
げ
て
節
電
の
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
ま
し

て
も
節
電
に
関
す
る
協
力
を

お
願
い
す
る
た
め
、
積
極
的

に
啓
発
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　第 4 回議会定例会会期中の 9 月 6 日未明に発生した胆振東部地震について、佐々木町長より行政報告が行われ
ました。当時の状況や災害対応について、正確に情報をお伝えするため、原文のまま掲載します。

議
員　

現
段
階
で
の
農
業
被

害
は
ど
う
か
。

町
長　

主
に
台
風
被
害
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、
納

屋
の
損
壊
が
あ
り
、
農
家

戸
数
の
約
４
割
に
あ
た
る

１
４
５
戸
の
農
家
が
被
害
を

受
け
た
と
い
う
中
間
報
告
が

上
が
っ
て
い
る
。

議
員　

町
が
保
有
し
て
い
る

自
家
発
電
機
は
ど
れ
だ
け
の

台
数
が
動
い
た
の
か
。

総
務
課
主
幹　

町
内
４
ヶ
所

の
施
設
の
非
常
用
発
電
機
を

は
じ
め
、
町
内
す
べ
て
の
避

難
所
に
発
電
機
を
設
置
し
、

で
き
る
限
り
の
電
源
供
給
を

行
っ
た
。 質

　
疑

行政
報告

　

地
震
発
生
以
降
、
こ
れ
ま

で
の
経
過
と
対
応
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
情
報
収
集
と
共
有

を
図
り
、
役
場
一
体
と
な
っ

て
万
全
の
対
応
を
執
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

平成３０年度北海道胆振東部地震に関する本町での
被害発生状況及び対応状況について
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全国地方議会サミット
２０１８

早稲田大学

日　　程：平成３０年 ７ 月１１日～１２日

報告議員：鵜川和彦・大西勝博・藤本光行
　　　　　三田源幸・大井賢治・土井道子
　　　　　佐藤則男・千葉清己

　

本
年
７
月
「
全
国
小
さ
く

て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
訓
子
府
」
に
参
加
し

た
。

　

地
方
と
都
市
で
は
、
人
口

や
教
育
の
格
差
が
今
後
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

指
摘
、
都
市
部
か
ら
移
住
者

を
招
こ
う
と
す
る
な
ら
、
従

前
の
地
縁
、
血
縁
だ
け
で
な

く
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
住
民
が
緩
や

か
に
繋
が
っ
て
い
く
社
会
を

つ
く
る
こ
と
の
必
要
性
を
強

調
。
社
会
に
お
け
る
芸
術
の

役
割
は
、
①
芸
術
そ
の
も

の
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
役
割
を
備
え
て
お
り
、

芸
術
、
文
化
、
食
、
ス
ポ
ー

ツ
等
を
と
お
し
て
出
会
い
の

場
「
新
し
い
広
場
を
つ
く

る
」
こ
と
を
提
唱
さ
れ
た
。

　

文
化
を
核
に
大
都
市
か
ら

地
方
へ
移
住
者
を
呼
び
込
む

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
発
想
の

も
と
、
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
お
こ
し
の
事
例

が
発
表
さ
れ
た
。

全国小さくても輝く
自治体フォーラム

訓子府町

日　　程：平成３０年 ７ 月１３日～１４日

報告議員：重山雅世・置田武司・楢﨑忠彦

　

平
成
30
年
７
月
11
～
12
日
、
早
稲

田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
大
講
堂
に
お

い
て
「
全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
８　

議
会
の
チ
カ
ラ
で
日
本

創
生
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

サ
ミ
ッ
ト
」
と
称
し
て
い
た
が
、
今

回
は
議
会
全
体
か
ら
地
域
を
変
え
て

い
く
こ
と
を
発
信
す
る
た
め
「
全
国

地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト
」
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
日
は
、
全
国
か
ら
１
０
３
０
名

の
議
会
関
係
者
が
参
加
し
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
、
災
害
の
多
発
な

ど
、
深
刻
な
課
題
が
自
治
体
に
次
々

と
突
き
つ
け
ら
れ
る
な
か
、
重
要
な

議
決
権
を
も
つ
議
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

講
演
で
は
、
大
西
一
史
熊
本
市
長

の
「
震
災
復
興
と
地
方
創
生
」
の
熱

弁
が
会
場
を
沸
か
せ
た
。
横
浜
市
議

会
で
は
、
４
年
間
で
13
本
の
議
員
提

案
条
例
が
制
定
さ
れ
、
議
員
提
案
条

例
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
現
況
に
、
議
会
主
導
の
地
方
創
生

を
目
の
当
た
り
に
感
じ
た
。

　

ま
た
、
議
会
事
務
局
の
あ
り
か
た

を
女
性
職
員
が
提
言
改
革
し
て
、
ス

ム
ー
ズ
に
業
務
が
改
善
さ
れ
た
事
例

も
紹
介
さ
れ
た
。

政務活動報告

政務活動報告



12 月定例会の開会日

月　　 日～12 11

議会の予定

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

議会に行こう！
　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
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ひとこ と
　「住みよい町栗山」
 　　　　大西　多美枝さん（松風４）

表紙の一枚！
　

水
槽
か
ら
水
槽
へ

　

ハ
イ
！　

バ
ケ
ツ
タ
ッ
チ
‼　

　　　　　　　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

重
山

　
　栗山町に住んで４０年になります。故郷は隣町ですが、栗山はと
ても住み心地のよい第二の故郷です。
　私は団塊の世代です。子どもたちが幼稚園と小学生のときに引っ
越してきました。１学年６クラスものあるマンモス校でした。自分
の世代、子どもたちの世代は人口が多く、学校、社会でいろいろな
思いをしながら時代は過ぎていったような気がします。
　今では人口減少で、孫の世代はより以上に大切な宝の子どもたち
です。
　私は、数年前から独身時代の仕事仲間と会うようになり、先日は
美術鑑賞とランチを楽しんできました。
　札幌に住んでいる友人は、昨年わが家の庭のぶどう狩りに来てく
れました。栗山の駅に着き、「４０年ぶりよ。街なみとってもきれ
いになったわねぇ」と言っていました。帰りには、「栗の木ファーム」

「エコヴィレッジの丘」などの景色をながめながら、栗山産のおい
しい野菜を買い、「栗山いいね」と喜んでいました。
　交通アクセスも良く、おいしい農産物、景観のよい街なみ、時に
はイベントがあり、今の私には住みよいまち栗山です。
　ボランティアと週１回の筋トレ、人との関わりを大切にしなが
ら、生涯青春を目指しています。

11 月 21 日（木） 第 62回全国町村議会
議長全国大会

12 月 1日（土） ふるさとキャリア教育
体験発表会

7日（金） 議会運営委員会

11 日（火） 第６回定例会

～ 14 日（金）


